
■主催： 北海道大学 北海道 

新規事業の開拓 
～企業の視点から見た産学官連携～ 

～ 

年 月 日 ［火］ 

開 催 日 時  開 催 場 所  

北海道大学 学術交流会館 
【札幌市北区北8条西5丁目】 

参加費 
無料 

事 例 紹 介  

井原　慶児 井原水産株式会社 
代表取締役社長 

大規模農業に向けた走行安定化機能を 
搭載した高速農作業機械の開発 星野　洋平 

北海道大学 大学院工学研究科 助教 

パネルディスカッション 

これからの産学官連携 
～イノベーション創出のために～ 荒磯　恒久 

北海道大学 産学連携本部 副本部長 

タモギタケ由来セラミド製品の事業化 石田　真己 
株式会社スリービー 代表取締役社長 

道産魚介類を利用したペースト状食品の 
機能性探索とその応用 濱岡　直裕 

食品加工研究センター 研究職員 

基 調 講 演  

〈司　会〉 



北海道大学 北キャンパス合同事務部 連携融合事務局 
下欄にご記入の上、FAXもしくはメールでお申し込み下さい。【締切日：2010年2月23日（火）】 

■個人情報に関して／ご記入いただいた個人情報は、本事業以外の目的で使用することはありません。 
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電　話  E -m a i l
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出 席  ・  欠 席  
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交流会  

申込書  

開 会 挨 拶  

パネルディスカッション 

基 調 講 演  

事 例 紹 介  

【 第 1 部 】 

数の子の加工を主体としておこなう水産加工会社が、数の子生産過程で排出される排水浄化の必
要性から自社に研究室を設置し、公設試や大学との連携ネットワークを構築していき、新規事業開拓
（鮭皮からのマリンコラーゲン開発）につなげた経緯・戦略などについて紹介していただきます。 

【 第 2 部 】 

1.「大規模農業に向けた走行安定化機能を搭載した高速農作業機械の開発」 

2.「タモギタケ由来セラミド製品の事業化」 

3.「道産魚介類を利用したペースト状食品の機能性探索とその応用」 

閉 会 挨 拶  

交　流　会 

場　所 ／ きゃら亭 百年記念会館 札幌市北区北9条西5丁目(北海道大学構内） 

会　費 ／ 3,500円（当日会場で申し受けます。） 

会　場 北海道大学学術交流会館 

お問合せ 
北海道大学 北キャンパス合同事務部 
連携融合事務局(研究協力担当内)
〒001-0021札幌市北区北21条西10丁目 

TEL 011-706-9202
FAX 011-706-9110 
 E-mail k-kenkyo@jimu.hokudai.ac.jp

※駐車スペースが無いことから、会場へのお車でのお越しはご遠慮下さい。 

1952年留萌市生まれ。 

大学卒業後、築地の卸会社

へ見習い入社。その後、1977年、井原水産株式会社

へ入社。 

カナダでも直接技術指導をし、原料数の子の品質改

善に尽力した。主力商品である塩数の子は、関西方

面を中心に全国主要都市へ出荷され、ヤマニブラン

ドとして親しまれている。 

その後、海外滞在中に狂牛病の報道を目にしたことで、

動物性コラーゲンではなく、海洋性コラーゲンに着目。

水産会社のノウハウを活かし、道や大学研究者と共

に研究・開発された100％国産の鮭皮から抽出され

るマリンコラーゲンは、化粧品や食品に使われてい

る他、将来的には医療分野での実用化を目指している。 

講 師 紹 介  

井原　慶児 

井原水産株式会社 
代表取締役社長 

「新規事業の開拓～企業の視点から見た産学官連携～」 

「これからの産学官連携～イノベーション創出のために～」 

休 　 　 憩  

シ ン ポ ジ ウ ム 終 了  

交 流 会 の 会 場 へ 移 動  

交 流 会 終 了  

事例発表では、連携融合事業で行われた産学官共同研究について、産・学・官それぞれの立場で具
体的に研究紹介していただきます。パネルディスカッションでは、「これからの産学官連携」と題して、
イノベーション創出のための産・学・官の役割などについて討論します。 

濱岡　直裕 

〈パネリスト〉 

食品加工研究センター　研究職員 

石田　真己 株式会社スリービー　代表取締役社長 

井原　慶児 井原水産株式会社 代表取締役社長 

〈司　　　会〉 荒磯　恒久 北海道大学　産学連携本部　副本部長 

星野　洋平 北海道大学　大学院工学研究科　助教 

濱岡　直裕 食品加工研究センター　研究職員 

石田　真己 株式会社スリービー　代表取締役社長 

星野　洋平 北海道大学　大学院工学研究科　助教 

井原　慶児 井原水産株式会社　代表取締役社長 

【総合司会】 フリーアナウンサー 高瀬　ミカ 

きゃら亭 
百年記念会館 

北大正門 

学術交流会館 


